
種子を食べる昆虫
ツツミノガ属の一種の絶滅　　　　　　　　　　　　　　

明治大学農学部　倉本宣
ツツミノガ属
Coleophoraの
一種の幼虫が
カワラノギクの種
子を食うことは研
究の初期から知
られていた
(Inoue et al. ；
倉本ら 1994)。



先行研究（とんぶりの害虫）
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河川間の分化

•鬼怒川、多摩川、相
模川の 3 河川のツツミ
ノガ属の一種がカワラ
ノギクほどには分化し
ていない（矢原
1994）。→
•研究的な興味の対象
ではなくなった。



福生市永田



どのくらい種子を食うのか？
結実した種子の運命











生息地の減少は植物にも食植動物にも
効く（生態ピラミッドで考える）



現状と対策

•カワラノギクの生態学的機能の低下

　（ツツミノガ属の一種がいなくなる、

　　ポリネーターが来ない）

•ツツミノガ属の一種を視野に入れた再生策

　春に播種するのではなく、

　冬に枝に種子が付いた状態で、

　地表に種子をふりまく


